
１年生の社会科「大化の改新」の授業では、「中大兄皇子は、蘇我氏を滅ぼした後、どのよう

な国づくりをめざしたのか」について学習しました。授業のはじめに「ここまで学習してきた時

代と比較をしながら考えを深める」というこの時間の目標を教師と生徒で共有します。これま

での教師主導による「教える」授業から、生徒が自ら「学ぶ」授業へと転換する中で、学習のス

タート段階で生徒自身が課題解決への見通しを持つことが重要となるためです。生徒は、自分

の考えづくり、仲間との交流を経て、「中央集権制を核とした国づくりをする」という今回の授

業の核心へと迫っていきました。最後に、授業の生徒たちはさらに自分の考えを確かなものに

するために、「発展的な課題」に挑戦します。自分が調べ 

たものとは異なる事象で考える生徒、為政者から農民に 

立場へと視点を変えて考える生徒、「この後、どうなるか」 

と未来を考える生徒等、自分の興味やこだわりに合わせ 

て取り組みました。「自分に合わせて学べるのは楽しく、 

勉強にやりがいを感じている」「自分が学びたいことを学 

べるので理解が深まっていると感じる」等の感想が聞か 

れています。この取組がどう発展していくのか楽しみです。 
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「自分に合わせて」考えを深める （中島中） 

 

羽島中学校では、今年度から保健体育の授業が男女共

修になりました。ある日のバレーボールの授業では、最初

に、今回の授業の課題をグループで確認します。課題は体

力差や経験差を踏まえ、生徒自身が決めています。そのた

め「次の人が取りやすい高さにボールを上げる」「相手の

動きをよく見て、自分の動きを考える」等、課題は一人ひと

り違います。個人の課題に加え、チームの課題も自分たち

でつくります。生徒たちは、課題を確認した後、ゲームに入 

り、自分（たち）の課題を意識しながら、懸命にボールを追っていました。 

生徒からは、「自分のレベルに合った目標を立て、前より向上できるように意識して取り組

めてよかった」「課題が全員同じだとできる人とできない人が出てくる。個人のレベルに合っ

た課題を別々に設定することで達成感が高まる」等の声が聞かれました。一人ひとりが主体

的に学習に参加する姿が見られ、今後のさらなる成長が楽しみです。 

 

生徒からは、「自分のペースで学習ができる」や「アプリを使うことで、どこでも英会話の学

習ができるのが良い」等、前向きな声が聞こえてきます。 

一人ひとりに合わせた体育の授業 （羽島中） 

羽島市では、未来を切り拓く「確かな学力」の育成として、学習を「そろえる」から『伸ば

す』へ、「教える」から『学ぶ』へ、と変えていこうとしています。その中の重点として、「個別

最適な学び」や「探究学習」の充実を推進しています。その一端を紹介します。 

未来を生きるための力を付ける 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

羽島市教育委員会事務局 教育政策課 
 〒501－6292 羽島市竹鼻町 55 番地 

             TEL（058）393－4611 FAX（058）391－0906 
             Email：kyoiku@city.hashima.lg.jp 

正木小学校では、探究的な学びを充実させるため、総合的な学習の時間に力を入れてい

ます。 

３年生では、「私たちのはしま市をさぐる」をテーマ 

にして、地域学習に取り組んでいます。この日は、３人 

の外部講師を招き、単元の課題づくりを行いました。 

講師の先生からは「歴史」「観光」「産業」についての 

話を聞き、児童はそこから「？」をたくさん見つけてい 

ました。この後、自分が見つけた課題ごとに、学級の 

枠を越えてグループをつくり、探究を行います。「？がいっぱい見つかった」「別の学級の子

とも一緒に活動ができるので楽しみ」という声が学級のあちこちから聞かれ、スタートは順

調なようです。 

５年生では、「ストップ！地球温暖化」をテーマに、SDGｓの視点を取り入れた環境学習

を行っています。自分のペースで学習を進めているため、一人ひとり進度が違います。自分

の課題について探究を進めている児童もいれば、自分が探究した内容を仲間と共有する

準備を進めていこうとしている児童もいます。また、共有する方法も様々で黒板を活用する

児童、ホワイトボートを活用している児童、一人でまとめる児童もいれば、仲間と相談をしな

がら進めている児童もいます。 

こうした選択の場が保障されていることが、子ども 

たちの学習意欲や追究する力を高めていくことにつ     

ながると考えます。「自分で学び方を選べるのはやり

やすい」「自分（たち）で授業を進めるとやり切ったと

いう感じがする」「どうやって調べていくのか、工夫す

るところが面白い」という児童の声がそれをよく表し

ています。こうした探究学習はこれからさらに大切に

なってくる時間です。 

好きを見つけて得意を伸ばす探究学習 （正木小） 

アンケートのご協力、ありがとうございました 

 

おしらせ 

教育委員会では、５月から６月にかけて「学校のあり方についてのアンケート」を行いまし

た。今回は、保護者や地域の方だけではなく、５年生以上の児童生徒にも協力してもらいま

した。アンケートの結果については、今行っている学校構想推進協議会の資料として活用さ

せていただくとともに、結果を、８月中には、教育委員会のホームページ等で公開する予定

です。お忙しい中、ご協力いただき、本当にありがとうございました。 


